
　工業部会は昨年４月の役員改選で
17名中７名が新任となり新しいメン
バーで１年を進めることができました。
今期は事業計画の段階から新メンバー
でのスタートとなります。
　しかしながら、商工会への期待・役割・
あり方や、我々を取り巻く経営環境な
どを考えますと課題山積みです。

①賃上げの動向：原材料の価格高騰は落ち着いたものの、
人材確保を理由に各社の賃上げの動向は昨年同様引き
継がれ中小零細企業では苦慮する局面です。

②ゼロゼロ融資も終わり経営環境の厳しさの中で倒産・
廃業は増加しているようです。

③米国の新大統領就任により原油生産は増産の方向でエ
ネルギーや化学品製品関連事業者には明るい話もある
ようですが、一方では関税の引き上げ、製造業の現地

生産化の要求など、日本国内の製造業者は先行き不確
実で戦々恐々です。

　このような環境下ですが工業部会の取り組みとして、
委員会制に基づく円滑な組織運営の遂行と業種に配慮し
たバランス良い、工業的で専門性の高いサポート活動を
目指します。
　今年度は昨年に続き、パネルや冊子、名刺型チラシな
どと並ぶPR活動として会員数社からの応募に応じた「動
画」の作成に取り組んでいます。
　また、以前から市役所１階ホールに設置されているチ
ラシラックを更新し展示枚数を倍の50社にする計画で
す。
　このような工業部会の活動が多くの方々のビジネス
チャンスや勉強の場になると共に、商工会・工業部会の
更なる発展となるよう努力していきますので、よろしく
ご理解ご協力をお願い申し上げます。

部会長あいさつ
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　同封の鎌ケ谷市教育委員会からの「お願い」「スケジュール」をご覧いただき、「回
答票」の返送にて手続きをお願いします。
　こどもの成長の一助になればと思います。可能な企業様のご協力をお願いします。

●期間・手続き

　鎌ケ谷市教育委員会からの依頼を受け企業が職場へ受入れ、体験学習を実施します。
　・対象企業：受入れ回答企業
　・対象生徒：市内の中学校５校900名

●概要

中学生社会体験学習へ協力のお願い

● 2025年度　事業予定
工業部会　納涼会員交流会　

８月５日　開催予定

　数年前までは工業部会主催で「かまがやビジネス交流会」と称して、交流の場を年に3
回ほど開催していました。
　新型コロナウィルスの影響などもあり、会員交流事業がここ数年出来ていなかったので、
久しぶりに会員（商業部会員なども含めて）交流会を開催します。
　会場など詳細は追ってご案内を送付しますので、是非奮ってのご参加をお待ちしており
ます。
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部会長あいさつ 　会員の皆様におかれましては、日頃
より工業部会の活動にご理解とご協力
を賜り、厚く御礼申し上げます。
　現在、私たちを取り巻く経済環境は、
長引く原材料高や深刻な人手不足、さ
らには急速な DX 化の波など、かつて
ない激動の最中にあります。しかし、
こうした環境変化は、技術革新を加速

させ、新たな価値を創造する好機でもあります。AI や脱
炭素技術が産業構造を塗り替える中、当市が誇る中小企業
の機動力と技術力を結集し、次代を切り拓く気概で前進し
てまいりましょう。
　一方で、世界に目を向ければ、依然として収束の見えな
い紛争がエネルギーや資源価格を押し上げ、物流やサプラ
イチェーンに多大な影響を及ぼしています。地政学的リス
クは、もはや遠い国の出来事ではなく、我々の経営に直結
する課題です。不透明な時代だからこそ、会員同士の連携
を深め、強靭な経営基盤を築くことが肝要です。

　さて、当商工会工業部会では、こうした時代の要請に応
え、より実効性の高い支援体制を構築するため、本年度よ
り大きな組織改革を計画し、先ごろの総代会で承認されま
した。
　具体的には、従来の活動単位の一つである地区制が廃止
され、工業部会・商業部会の下に新たに４つの業種に基づ
く分科会が設置されました。この仕組みにより活動が専門
的になり、同業種や関連分野の会員同士が、より深く、よ
り専門的な情報交換や技術研鑽を行える環境が整います。
各業種に特化した事業活動を展開することで、個々の企業
の経営課題に直結した解決策や、新たなイノベーションが
生まれるものと確信しております。
　工業部会として、皆様の事業発展を全力でサポートして
まいる所存です。
　新体制への移行を機に、部会全体の連携をさらに強固に
し、鎌ケ谷の工業の底力を高めてまいりましょう。
　共にこの難局を乗り越え、地域の発展を牽引していきま
しょう。

●新体制発足記念　大交流会
第 1回

令和８年６月９日（土）開催

★会報発行時には開催済

令和８年８月４日（火）開催予定
昨年８月に久しぶりに開催した工業部会会員交流会の様子
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第 2回

香満楼（シャンマンロウ）
新鎌ケ谷駅北口すぐ

時間・場所など後日ご案内

★会報発行時には開催済★会報発行時には開催済



●宣伝力強化事業
●ＰＲ動画　４社募集

●名刺型チラシ　３社募集

　下記QRコードより、制作
物をご覧いただけます。
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●視察研修

日本が世界に誇る『防災地下神殿』首都圏外郭放水路と千葉の誇るキッコーマン
『もの知りしょうゆ館』視察

　昨今、温暖化の影響か異常気象による災害が大変多く発生しております。
　とりわけ「水」に関する災害は毎年と言っていいほど国内のどこかで大きな災害が起きています。
　世界一規模と言われる「首都圏外郭放水路」を見学し、BCPの観点からも皆さんの事業がいかなる事態に陥っ
ても持続可能な備えを考える機会にしていただければと思います。

　もう1か所は多くの方が子供のころに行ったことが
あるかもしれませんが、キッコーマンの工場見学を行
います。子供のころに行った想い出と、大人になって
改めて見る違いなどを楽しんでいただければと思いま
す。

９月16日　開催予定
※日程、見学先が変更になる可能性があります。

●セミナー開催 第１回　10月７日開催予定　〔初級編〕
第２回　１月～２月頃予定　〔応用編〕

　昨年度あたりから生成AI の話題を耳にすることって格段に多くなっていませ
んか？
　その道に詳しい方々から頻繁に聞く言葉は「2025年はAI が一気に変わるよ。
知っておかないとついていけなくなるよ」と何名の方からも聞かされてきました。
　『ウチみたいな会社には関係ないよ』と思っていらっしゃる方もいるかもしれ
ませんが、実は既に皆さんも知らずに体験していたり関わっていたりすることも
あります。
　専門家になる必要はありませんが、大枠くらいでも知っているのと知らないの
では大違いです。是非この機会に「AI って何なの」を一緒に学びましょう。

（仮）中小企業の生成Ａ I 活用法を学ぼう　初級編＆応用編
※日程、内容が変更になる可能性があります。
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●2026年度　事業予定
視察研修　9～ 11 月頃開催予定　視察先未定

2025 年度
『地下神殿』首都外郭放水路

2024 年度
海ほたる『海底トンネルに潜入！東京湾アクアライン裏側探検』

セミナー研修　11～ 2月開催予定　内容未定

2025 年度
『中小企業での生成ＡI 活用』セミナー

2023 年度
『電子帳簿保存法の改定』セミナー

●宣伝力強化事業
●ＰＲ動画  ３社募集 ●名刺型チラシ  ３社募集

昨年は４社の動画を作成しました。
QR コードより、どのような動画が
作れるのか参考にしてください。

先着３社、６月中旬より募集開始。
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